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Oshamambe Town Hall

※鉄道運輸機構会議資料より
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Oshamambe Town hall

ホーム高さ１６ｍ
（４階建相当）

自由通路（都市施設）
の高さは約８m

約２６ｍ

【特徴】１階に在来線、２階に新幹線駅、３階に新幹線ホーム
現駅舎の西側（山側）に新幹線駅を建設。
　

新幹線長万部駅（新設）

↑現在の長万部駅ホーム

↑現在の長万部駅ホーム
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※元図は鉄道運輸機構会議資料より



Oshamambe Town Hall

※鉄道運輸機構会議資料

Oshamambe Town hall
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都市施設は町が整備
します

←札幌方面 新函館北斗方面→



　都市施設　自由通路・東西駅前広場、アクセス道路　

Oshamambe Town hall

長万部まちづくりアクションプラン整備イメージ
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①自由通路・滞留空間整備
　　東西市街地を連絡

②東口駅前広場・「まちの駅」整備
　　バス・タクシー乗降場東口集約
　※「駅正面」は東口とする

③西口駅前広場・アクセス道路新設
　
　　

①

②

③

②のまちの駅は、○駅勢圏広域連携で観光案内　○各地域名産品物販、○イートイン機能、　
を検討　　　(木古内駅前「道の駅　みそぎの郷　きこない」　周辺９町連携と同じイメージ）
　　



自
由
通
路

自
由
通
路

まちの駅

○JR北海道からの提案で自由通路（青）を位置変更、現駅舎は仮駅舎に移転
○JR提案理由：「駅の顔」を考えれば、東口階段棟は駅前通正面、現駅舎は撤去が望ましい
○駅東口広場の整備は北海道（函館建設管理部）が整備することで調整中
○長万部町では西口広場、西口アクセス道路、まちの駅のレイアウトを検討中
　　　

【令和４年５月現在】長万部駅周辺整備計画検討イメージ
自由通路位置変更・現駅舎支障移転案

（参考）木古内駅

営業設備（配置は今後）

昇降棟

自由通路はＪＲ北海道の
鉄道施設（線路）の上に
歩道橋を架けるため、
ＪＲ北海道に協議し同意を得る
必要があります。
（立体交差協議）

駅舎
移転先

駐車場広場出
入
口
→

商業施設集約

ＪＲ通信施設等

Oshamambe Town hall

複合施設

居住誘導施設集約

東口駅前広場
駐車場

滞
留
空
間

西　　口

アクセス
道　　路

西口駅前
広　　場
高架下
利　用

複合
施設

東口昇降棟

新幹線駅舎
（鉄道営業設備）

複合
施設

まちの駅
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Oshamambe Town Hall

自由通路基本設計協議資料
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Oshamambe Town Hall

自由通路・昇降棟　概算工事費

工事区分 概算工事費（千円） 備考

橋梁・上部構造 １７７,８３４

下部構造 １１６,４１５

建物　東昇降棟 ６２８,８３９

自由通路棟 ２７１,８３５

西口昇降棟 ２２０,４０６ コンコース前床、滞留空間含まない。　　　　

電気設備 ８０,２１８

機械設備 １８,２８２

合計 １,５１３,８２９ ※ｴｽｶﾚｰﾀ等、鉄道事業者の負担を見込め
る部分も含む
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北陸新幹線上越妙高駅　新潟県上越市　自由通路幅１０ｍ
※長万部は幅６ｍを想定

北陸新幹線富山駅　富山県富山市　改札前コンコース北陸新幹線富山駅　富山県富山市　改札前コンコース
※自由に弾けるピアノがある

Oshamambe Town hall

北陸新幹線　上越妙高駅　（新潟県上越市）
※長万部駅に似た大きさの3階建て駅

参考写真　北陸新幹線　上越妙高駅、富山駅



9

札幌市　苗穂駅（橋上駅２階）
※苗穂は在来線駅なので新幹線駅より広さは小さい

札幌市　苗穂駅　自由通路
※線路上を通過　通路高さは約８ｍ

札幌市　苗穂駅　自由通路幅約６ｍ
※長万部と同じ幅

Oshamambe Town hall

札幌市　苗穂駅（ﾎｰﾑ１階）
※2階に駅・自由通路

参考写真　ＪＲ苗穂駅・自由通路
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札幌市　苗穂駅　ｴｽｶﾚｰﾀｰ
※高さ8mなので、1階→3階のｲﾒｰｼﾞ

札幌市　苗穂駅　階段（中２階ホールで折り返し）
※階段端に自転車ﾚｰﾝ、すれ違い可。

苗穂駅　北口（ｴﾚﾍﾞｰﾀ、ｴｽｶﾚｰﾀｰ、階段施設）

東口階段室のイメージ。現駅舎を除却し建設
見込み。

Oshamambe Town ｈａｌｌ



Oshamambe Town Hall

駅前再開発イメージパース　　

この資料は各レイアウトを検討するための素案です。
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Oshamambe Town Hall
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配置・1階ゾーニング

※イメージパースと建物の大きさが異なります
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Oshamambe Town Hall
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配置・２階ゾーニング

※イメージパースと建物の大きさが異なります 13



Oshamambe Town Hall
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配置・３階ゾーニング

※イメージパースと建物の大きさが異なります 14



Oshamambe Town Hall15

土地区画整理事業　基本計画（概要）①

町ではこの施行区域で事業を目指します。　　　　　　　　　　　　　　　　
（本町通幅員１６か１８ｍは検討中）　　　　　　　　　
※この図は幅員１８ｍの図
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Oshamambe Town Hall

土地区画整理事業　基本計画（概要）②

この施行区域（縮小）も検討しましたが、町では
大きい方の施行区域の実施を目指します。
※この図は幅員１６ｍの図　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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土地区画整理事業事業費比較表
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Oshamambe Town Hall

○土地区画整理とは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
道路などの公共施設を土地買収ではなく減歩負担により配置整備
する市街地の造成手法です。

○減歩負担の考え方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
事業区域内の土地は、減歩負担による公共施設の整備改善、宅地
区画の形質向上のため、利用価値が高まり単価が上昇するため、
面積が減っても土地の総価額は施行前後で一定に保たれます。　　　　　　　
※なお、施行前後総価額の差額を調整する目的で、減歩とは別に減価補償金分

について、整理前の土地を町で購入する必要があります。どの土地を購入するか
は別途調整します。

○施行区域内の建物で、道路の拡幅や商店街の集約等による大
規模区画の造成等で支障となるものは移転移設補償により除却し
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○町では、基本計画を施行面積３０，９３７㎡（大きい方）で、新幹線
開業時までに事業完了を目指して、準備を進めます。

【土地区画整理事業の補足説明】
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Oshamambe Town Hall

まちづくりのスケジュール

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ１０ Ｒ１１ Ｒ１２

都市
計画 変更

自由
通路

詳細設計

工事

区画
整理

まちづくり
基本調査

事業調査
促進調査

測量　　　　
実施計画

換地設計 仮換地　　
指定

工事

換地処分

精算

まちの駅　　　
複合施設　　　
（津波避
難施設）

基本構想 基本計画 基本設計 実施設計 工事

新幹線
開業
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